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①岩手県全域（広域振興圏間の移動） 

全県における幹線路線の将来的な公共交通ネットワークの方向性 

⑥【岩泉-盛岡間の利用促進の検討】 
・ 岩泉と盛岡間を結ぶ早坂高原線は、利用需要があり、補助
要件を充足、唯一の幹線路線で維持の必要性が高い。 
・ JR EAST PASSの利用による観光客の取込みについて検討。 
・ 岩泉町の地域内交通との接続により、三陸鉄道に接続。 

⑦【JR 山田線（盛岡～宮古）と 106 急行線の
共存・相互補完】 
・ 106 急行は利用需要が高く、宮古市内の住民の
移動にも利用されているが、盛岡宮古横断道路
の供用開始に伴い、ルートについて検討が必要。 
・ 両路線は共存・補完しており、両路線を幹線路
線として位置付け。 

（仮称） 
新盛岡 
バスセンター 

⑤【盛岡-西和賀間の利便
性向上と採算性確保に向
けた見直し】 
・ 山伏線は１日１便の中、
盛岡発のバス時刻が遅いた
め、土日の利用が少ない可
能性があることから、時刻を
早めることについて検討。 
・ 上限運賃制の運賃引上げ
について検討。 

⑨【盛岡・県南と沿岸部を繋
ぐ重要な幹線路線】 
・盛岡大船渡線は、気仙地域
と内陸部を結ぶ重要な幹線
路線であり維持が必要。
（盛岡～遠野～大船渡） 

⑳【三陸鉄道・JR大船渡線BRTが幹線路線】 
・三陸鉄道は釜石-大船渡間を結ぶ重要な幹線
路線。観光資源でもあり、重要な交通軸。 
・平成 31年（2019年）3月 23日以降はリア
ス線として一貫運行。 
・JR 大船渡線 BRT は大船渡-気仙沼間の重要
な幹線路線であるとともに、岩手県と宮城県の
沿岸部の広域連携軸としても重要。 
・盛駅は JR大船渡線BRT・三陸鉄道・路線バス
が接続するため広域接続拠点化。 
・「三陸鉄道沿線地域等公共交通網形成計画」に準拠。 

①  ⑬【一関大船渡線が県南と沿岸部を繋ぐ重要
な幹線路線】 
・一関大船渡線は気仙地域と内陸部を結ぶ重
要な幹線路線であり維持が必要。（大船渡
～陸前高田～気仙沼～一関） 

⑯【岩手・宮城県を跨ぐ都市間輸送の位置づけ】 
・宮城県と隣接している一関市については宮城県
気仙沼市への移動を確保（一関気仙沼線）。 

②【九戸-葛巻間の利用促進の検討】 
・ 葛巻から九戸方面への自家用車通勤者が多く、バス利用
の働きかけを検討。 
・ パークゴルフや温泉との企画乗車券の販売について検討。 
・ 葛巻町と九戸村とのイベントの相互交流を検討。 
・ 高校生への通学支援について検討。 
・ 今後、定例会議を開催し、利用促進を実施していくが、改
善が見込まれない場合は、地域内公共交通への転換・支
援を検討。 

③【葛巻－一戸－岩手町の広域バス路線
の見直しの検討】 
・ 吉ヶ沢方面の利用者が少なく、地域内公
共交通への転換の検討も必要。 
・ 利用者が少ない便や区間は休止も検討。 
・ 将来的に利用改善が見込まれず、補助要
件割れする場合には、吉ヶ沢線、中山線
統合の検討も必要。 

⑱【三陸鉄道北リアス線が幹線路
線】 
・三陸鉄道北リアス線は宮古-久慈
間を結ぶ重要な幹線路線。 
・平成 31 年（2019 年）3 月 23 日
以降はリアス線として一貫運行 

⑪【JR花輪線が幹線路線】 
・JR花輪線は盛岡-八幡平-大館間
を結ぶ重要な幹線路線。 

①【IGRいわて銀河鉄道が幹線路線】 
・IGR いわて銀河鉄道は盛岡-二戸間を結ぶ重
要な幹線路線。（青森県目時駅まで運行） 
・青い森鉄道と連絡し八戸までをつなぐ。 

㉑【JR八戸線が幹線路線】 
・JR 八戸線は久慈-八戸間を
結ぶ重要な幹線路線。 

⑮【JR北上線が幹線路線】 
・JR 北上線は北上-横手間
を結ぶ重要な幹線路線。 

⑩【JR 東北本線が幹線路
線】 
・JR 東北本線は盛岡-仙台
間を結ぶ重要な幹線路
線。 

⑲【三陸鉄道リアス線 
新田老駅整備予定】 

⑫【田沢湖線 
新駅整備予定】 
 

④【久慈-葛巻間の利用促進
の検討】 
・ 沿線５市町村でイベントの紹
介、掲示等情報共有を図る
など、利用促進策の検討。 

⑭【JR釜石線が幹線路線】 
・JR 釜石線は釜石-花巻間
を結ぶ重要な幹線路線。 
・SL が運行しており、遠野・
釜石の観光振興を推進す
る上での重要な資源。 
・釜石駅は JR 線・三陸鉄
道・路線バスが接続するた
め広域接続拠点化。 

③  

⑰【三陸鉄道リアス線(復旧前のＪＲ山田線
（宮古-釜石）)を幹線路線として位置付け】 
・ＪＲ山田線（宮古-釜石）は平成 31 年
（2019年）3月23日、三陸鉄道に経営移
管し運行再開。 
・三陸鉄道リアス線を幹線路線とし、駅を接続
拠点化し、地域内公共交通と接続。 
・宮古駅は三陸鉄道・路線バスが接続するため
広域接続拠点化。 
・「三陸鉄道沿線地域等公共交通網形成計
画」に準拠。 
・八木沢団地駅・払川駅の設置 

⑧【JR釜石線と「盛岡釜石線」の共存・相互補完】 
・「盛岡釜石線」は盛岡と釜石を結び JR釜石線を補完
する重要な路線。 
・両路線は共存しており、維持が必要。 
・復興道路全線開通時は、「盛岡大船渡線」と併せ、
現道運行路線についての路線維持のあり方について
検討を行う。 

凡例 

 

（太線・・・国庫補助） 
（細線・・・県単独補助） 

高速・都市間輸送バス路線 

広域バス路線 

※被災地特例終了時の 

補助要件該当状況 

人口（500m メッシュ） 

広域接続拠点と 
考えられる箇所 

接続拠点と 
考えられる箇所 

幹線路線 

―
8
9
―

 

※資料 2-1との比較を容易にするため、

各吹き出しに付番しています。 

資料２-２ 
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②県央広域振興圏 

 

県央広域振興圏における将来的な公共交通ネットワークの方向性 

方
向
性
① 

◇人口、主要拠点が集積しており、本県の中心地域に 
おける地域公共交通ネットワークを構築 

・ 県央広域振興圏は、本県の人口約 4割が集中し、主要

な施設・拠点が集積している。本県の中心的な地域で

ある。 

・ 盛岡市を中心とした隣接市町村からの通勤・通学流動、

観光流動等の交通需要が高く、鉄道・バス路線等の重

複・競合区間が見られる。 

・ 市町村の「地域公共交通網形成計画」における地域間

交通及び接続拠点の位置づけ・役割と整合を図った再

編が必要である。 

方
向
性
② 

◇鉄道・路線バスの役割分担を明確にし、相互に利用・補完

し、効率的で生産性の高い交通体系を構築 

・ 盛岡市を中心とした通勤・通学流動、観光流動等の交

通需要が多く見られるが、鉄道（ＪＲ線、ＩＧＲ）と

競合し、補助要件を満たさない広域バス路線が存在。 

・ 岩手町及び八幡平市と盛岡市を結ぶ広域バス路線につ

いては、補助要件を満たしているが、矢巾町、紫波町

は路線バスの一部重複・競合が見られることから統

合・集約等の再編・見直し、地域内公共交通への切り

替え等の検討が必要である。 

方
向
性
③ 

◇盛岡駅、（仮称）新盛岡バスセンターを広域接続拠
点として各圏域への移動が可能な「接続機能」を強化 

・ 「オムニバスタウン計画」に基づき、循環バス、ゾー

ンバスシステム、バスロケーションシステムが導入さ

れている。バスロケーションシステムについては、導

入から 15年が経過し、システム更新が求められる。 

・ 盛岡市では「地域公共交通網形成計画」策定を進めてお

り、盛岡駅及び（仮称）新盛岡バスセンターを広域接続

拠点とすることを検討している。これら広域接続拠点は

広域バス路線の「ゲートウェイ」としての機能が期待さ

れることから、本計画との整合を図り、接続機能の強化

を図る。 

基
本
的
な
考
え
方 

 

◇市町村における策定済み・策定予定の「地域公共交通網

形成計画」における広域バス路線の位置づけ・再編との整

合・連携 

・ 市町村の「地域公共交通網形成計画」で位置づけ、又

は位置づけられる予定となっている JR盛岡駅をはじめ

とした鉄道駅・（仮称）新盛岡バスセンターの広域接続

拠点化と連携しつつ、ＪＲ線､ＩＧＲ等、鉄道の位置づ

け・役割を踏まえた広域バス路線の再編を図る。 

・ 交通系 ICカード等の導入、バスロケーションシステム

の更新について検討を行う。 

⑧【盛岡-矢巾-紫波間の広域バス路線の見直し】 

・ 盛岡-矢巾-紫波間は、見前回り志和線が日詰線と一部重複

競合しているほか、区間によって利用者数に差があることから、

矢巾で２路線に分け、利用実態に応じた運行やルートを検討。 

・ 日詰線と見前回り志和線は、岩手医科大学附属病院移転後

のルートについても検討。 

・ 長岡線の利用者の少ない区間について、地域内公共交通への

見直しとその見直しに対する支援策について併せて検討。 

⑤【岩手町内の再編後の広域路線バスの検証】 

・ 再編したばかりの「東部線」の利用特

性・実態を調査し、利用状況を検

証。 

①【八幡平-盛岡間の広域バス路線の再編】 

・ 八幡平市の市立病院の移転を踏まえ、広域

バス路線と地域内公共交通を併せて再編。 

・ 病院直通で長大ルートになっている地域内公

共交通を幹線路線・広域バス路線に接続さ

せることを検討。 

・ 八幡平は重要な観光振興拠点であり、八幡

平マウンテンホテル線と松川温泉線で接続。 

③【繋鶯宿方面の広域バ

ス路線の利用促進】 

・ 利用実態に応じたダイヤ

改正や便数の見直し、

花巻空港からの訪日外

国人観光客のための盛

岡花巻空港線とのセット

チケット販売など利用促

進策を検討。 

④【矢巾営業所方面の広域バス路線の見直し】 

・ 矢巾営業所方面の本宮線、矢巾温泉線、北高

田線、南インター川久保線について、重複状況な

ど全体を考慮しながら再編を検討。 

・ 北高田線について、岩手医科大学附属病院への

乗入れと矢幅駅での乗継の調整について検討。 

（仮称） 
新盛岡 
バスセンター 

②【雫石（網張）方面、滝沢（大

釜）方面の広域バス路線の見直し】 

・ 網張温泉線の極端に利用

者の少ない区間を見直し。

また、岩手看護短期大学

の募集停止により、学生利

用者が減少することから、

住民利便性の向上と新た

な利用者の獲得のため、大

釜地区経由について検討。 

⑦【盛岡・滝沢の地域公共交通網形成計画との整合】 

・ 盛岡市（策定予定）・滝沢市（策定済）の「地域公共交通

網形成計画」との整合を図り、地域間幹線軸の形成。 

・ 盛岡市内の交通結節点（盛岡駅、（仮称）新盛岡バスセン

ター、青山駅）は広域接続拠点に位置づけ。 

・ 都南バスターミナルの交通結節機能を岩手飯岡駅へ移転する

ことを検討。田沢湖線新駅を設置し、結節機能を強化するた

め、バス路線を再編予定。 

⑥【盛岡（玉山）方面の広域バス路線のあり方と利用促進の検討】 

・ 好摩直通線の玉山方面について、沼宮内線と一部重複し、利

用者の少ない区間があることから、利用特性を踏まえ、広域バス

路線の在り方について検討。 

・ 沼宮内線は、高校の定期出張販売等の継続実施や IGR いわ

て銀河鉄道との接続時刻の調整など利用促進について検討。 

凡例 

 

（太線・・・国庫補助） 
（細線・・・県単独補助） 

高速・都市間輸送バス路線 

広域バス路線 

※被災地特例終了時の 

補助要件該当状況 

人口（500m メッシュ） 

広域接続拠点と 
考えられる箇所 

接続拠点と 
考えられる箇所 

幹線路線 

広域バス路線 
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③県南広域振興圏 

 

県南広域振興圏における将来的な公共交通ネットワークの方向性 

④【県南広域振興圏南部における南北の広域バス路線の見直し・検証】 

・ 通勤・通学など地域内公共交通の役割も担っている路線である一方、平均乗車

密度が低く、今後の維持に向け、利用者に分かりやすい情報提供などの新たな利

用促進策や、駅や観光名所に直結する運行ルートについて検討。 

・ 各路線の利用者の少ない便や区間は、代替交通の必要性と併せ、見直しを検

討。 

・ 国道南線（水沢駅～イオン前沢店）は、奥州市街地の地域内公共交通の見

直しと併せ、平成 30 年（2018 年）10 月からルート変更を実施しており、利用

状況を注視しながら検証。 

・ 一関花泉線は、平成 30 年（2018 年）４月から路線短縮を実施しており、利

用状況を注視しながら検証。 

⑤【花巻市「地域公共交通網形成計

画」との整合を図った検討】 

・ 広域バス路線が乗り入れる鉄道駅について

は広域接続拠点化。 

・ 広域バス路線と地域内公共交通（デマン

ド交通）を接続。 

・ 土沢線利用者に対し、沿線観光施設の入

館料減免について継続検討。 

・ 大迫石鳥谷線の利便性向上についてさらに

検討が必要。 

①【花巻空港-北上方面の工業団

地を結ぶ広域バス路線の検討】 

・ 花巻空港と産業拠点である北上

方面の工業団地間を結ぶ広域バ

ス路線の必要性について検討。 

⑦【一関市内の観光地に接続する広域バス路線の見直しの検討】 

・ 病院等への必要な接続は維持しながら、利用者が少ない一

部地域の経路変更について検討。 

・ 観光地とのセットチケットなどの利用促進策について検討。 

⑧【一関市内を東西に結ぶ広域バス路線の見直し】 

・ 一関市街地の一部地域は路線重複もあり、経路変更を検

討。 

・ 一関大船渡線と路線重複するため、時刻調整が必要。 

・ １～２便、工業団地、県立病院経由から駅東口に接続す

るルートの可能性について検討。 

方
向
性
① 

◇広大な地域のまちづくりを支える広域路線ネットワーク
の維持・確保 

・ 花巻市、北上市、奥州市、一関市は市町村合併に伴い
広大な市域を有しており、県南広域振興圏は、地域内
公共交通の維持・確保が大きな課題となっている。 

・ 人口及び主要な拠点・施設は、鉄道・新幹線駅周辺
に集積し、中山間部は人口減少傾向にある。 

・ 通勤・通学流動を見ると市町村間を跨ぐ移動が多く、
また、世界遺産「平泉の文化遺産」等、観光交流人
口の拡大も期待される。将来的には、ILC誘致の動向
を踏まえた広域路線ネットワークの検討も進めてい
く必要がある。 

方
向
性
② 

◇鉄道・バス路線の役割分担を明確にし、相互に利用・補完

し合う、効率的で生産性の高い公共交通体系を形成 
・ 県央広域振興圏同様、南北軸については、JR線と広

域バス路線が重複・競合しており、補助要件は満た
しているものの減額対象路線が多くなっている。東
西軸については、人口減少を主な原因とした利用者
数の減少に伴い、運行本数が減便される等により補
助要件が満たされていない。 

・ 花巻市･北上市は｢地域公共交通網形成計画｣を策定
しており、一関市も策定予定であることから、これ
らの計画との整合性を踏まえながら、地域間交通に
ついて位置づけ・役割を踏まえた維持、地域内公共
交通への転換等を検討する必要がある。 

方
向
性
③ 

◇鉄道駅等を広域接続拠点とするとともに、日常生活に直結

する病院・学校等を経由し、まちづくりとの連携を図る 
・ 県南広域振興圏の市町村には、鉄道駅があり、花巻・

北上・奥州・一関には新幹線駅が立地している。そ
の他、主要な公共施設・高校等も鉄道沿線に立地し
ている。 

・ 県南広域振興圏は、他地域よりも基幹病院が 3病院、
高校・高等専門学校が 31校、道の駅が 11駅と多く、
市町村を跨いだ通学・通院移動や観光振興の重要な
経由拠点として人の移動が期待できることから、地
域公共交通体系の構築に当たっては、これらの施設
等が拠点となるまちづくりとの連携を図る。 

基
本
的
な
考
え
方 

 

◇交流人口拡大を見据え、鉄道・バス路線が共存できる地域

公共交通ネットワークを形成する 
・ 花巻市、北上市、奥州市、一関市は市町村合併によ

り広大な市域を有しており、都市としての特性を有
している。広域バス路線は長大ルートで交通事業者
の人的・物的資源不足もあり、維持・確保が課題と
なっている。 

・ 世界遺産である「平泉の文化遺産」への観光や「ILC
誘致」等、交流人口拡大を見据え鉄道・バス路線が
共存できる地域公共交通ネットワークを形成する。 

⑨【策定予定の一関市「地域公共交通網

形成計画」と整合を図った検討】 

・ 千厩花泉線、大籠線について、一関市の「地

域公共交通網形成計画」の策定状況を踏ま

え、整合を図ることが必要。 

・ 被災地特例終了まで可能な限り路線を維持

しつつ、広域バス路線とデマンド交通など地域

内公共交通の見直しを併せて検討。 

 
③【奥州市の既存計画の更新の動向を踏まえた検討】 

・ 奥州市の次年度以降のバス交通計画の更新との整合を踏まえ、

路線の見直しを検討。 

・ 「馬留線」､「生母線」は他路線との重複が課題であり、奥州市の

計画更新に併せて見直しについて検討。 

②【北上の地域公共交通網形成計画・アクションプランと西和賀

の方針との整合を図った検討】 

・ 北上線について、ＪＲ北上線の運行していない時間帯を補完す

るダイヤ変更を検討。さらに、ＪＲ北上線と併せて利便性を高め

るための利用促進ができないか検討。 

・ 貝沢線について、通学・通院など生活路線として維持が必要だ

が、利用がほとんどない区間の短縮の可否について検討。また、平

成 30年（2018年）10月から運行している町民バス（おでか

けバス）と重複しており、ダイヤ調整を検討。さらに、豪雪時期の

利用実態を検証し、冬ダイヤの設定を検討。 

⑥【改善を図った奥州市内の広域バス路線の検証】 

・ 胆沢病院線は、江刺方面から水沢駅へ JR 東北

本線の乗り継ぎに利用。国道南線（水沢駅～イ

オン前沢店）の経路変更に伴い、平成 30 年

（2018年）10月に運行時刻の改正を実施して

おり、今後の利用状況を注視しながら検証。 

凡例 

 

（太線・・・国庫補助） 
（細線・・・県単独補助） 

高速・都市間輸送バス路線 

広域バス路線 

※被災地特例終了時の 

補助要件該当状況 

人口（500m メッシュ） 

広域接続拠点と 
考えられる箇所 

接続拠点と 
考えられる箇所 

幹線路線 

広域バス路線 
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④沿岸広域振興圏 

 

沿岸広域振興圏における将来的な公共交通ネットワークの方向性 

方
向
性
① 

◇東日本大震災津波以降の「新たなまちの形成」に合わせ、
復興を支える地域公共交通体系の構築 

・ 東日本大震災津波以降、人口減少、高齢化の進行、仮設住宅から
災害公営住宅への転居等、人の動きが大きく変化している。復
興道路、復興まちづくり関連事業等の進展に伴い、新たなまち
の形成に合わせた地域公共交通体系の構築が求められる。 

・ 沿岸広域振興圏は、「地域公共交通網形成計画」の策定が進んで
おり、策定済み自治体のバス路線の位置づけの実現に向けた再
編・見直しの検討を行う。また、各自治体における地域内公共
交通の事業進捗との整合を図る。 

方
向
性
② 

◇補助路線に対する被災地特例の終了、鉄道の運行再開等
を踏まえた、復興を支える新たな地域公共交通体系の構築 

・ 沿岸広域振興圏では、国の被災地特例を活用し、地域公共交通の
維持・確保を図っている。仮設住宅の集約統合に伴い、2020年
を目途に被災地特例の終了が見込まれている。 

・ 平成 31年（2019年）3月 23 日には JR山田線（宮古～釜石）が
三陸鉄道に移管され、一貫運行することとなっており、「三陸鉄
道沿線地域等公共交通網形成計画」が策定される等、鉄道を生
かした公共交通体系の再構築が求められる。 

・ 復興道路が 2020年度全線開通を目指して整備されていることに
伴い、都市間輸送バスの運行のあり方を十分協議・調整する必
要がある。 

・ 東日本大震災津波からの復興、新たなまちの発展を支える地域公
共交通体系のあり方、支援のあり方を検討することが必要。 

基
本
的
な
考
え
方 

 

（
１
） 

方
向
性
③ 

◇駅のほか、復興まちづくり事業で整備された新たなまちの拠点・道の駅

等も含めた広域接続拠点化を図り、まちづくりとの連携を図る 
・ 沿岸広域振興圏には、基幹病院が「宮古」「釜石」「大船渡」に立

地しており、周辺市町村からの通院も多い。また、高校につい
ては｢田野畑村｣を除く自治体に立地しており、通学時には鉄
道・路線バス利用が想定され、地域間での通学に対応した幹線
路線・広域バス路線の形成が必要である。 

・ 復興道路の整備に伴い、「道の駅」が整備され、復興まちづくり
事業により、新たな拠点が整備されていることから、JR 線、三
陸鉄道、JR大船渡線 BRTの駅だけでなく、各自治体の新たなま
ちの拠点も接続拠点・経由地として設定し、観光振興やまちづ
くりと連携を図る。 

◇補助路線に対する被災地特例の終了後を見据え、市町村の｢地

域公共交通網形成計画｣との連携を図る 
・ 沿岸広域振興圏は東日本大震災津波以降、補助路線に対する被

災地特例で地域公共交通の維持・確保が図られているが、2020
年度には被災地特例は終了が見込まれている。 

・ 被災地特例の終了後、地域公共交通を取り巻く環境は激変する
ことが想定される。国・県の補助要件を満たさない路線の増加
が懸念されることから、需要に見合った地域公共交通へ移行で
きる支援を行う。 

・ JR 線、三陸鉄道、JR大船渡線 BRT、都市間輸送バスを広域振興
圏間を移動する幹線路線として位置づけ、復興道路の活用を含
めた路線バスの再編・運行見直しの検討を行う。また、各自治
体の主要拠点を繋ぎ、観光振興・まちづくりとの連携を図り、
復興を支援する。 

⑤【三陸鉄道リアス線一貫運行に伴う代替
広域バス路線の見直し】 

・ 三陸鉄道リアス線一貫運行に伴い、代替交

通の役割を担った「釜石船越線」を「浪板線」

として震災前の水準を基準に利用状況も踏ま

えて見直し、「赤浜線」を重点化。見直し後

は、三陸鉄道リアス線との役割分担、利用実

態も踏まえ、さらに検討。 

・ 併せて、「田の浜線」、「船越線」についても震

災前の水準を基準に、鉄道との役割分担か

ら、駅から離れている移動者をターゲットに見

直し予定。現在、補助路線ではないが、補助

路線化も検討。 

⑥【県立病院直通利用路線の見直しの検討】 

・ 細浦経由高田線は、大船渡病院直通の利用者が多い

が、盛駅以北は崎浜線と重複、竹駒～陸前高田市役

所間は JR大船渡線 BRT と重複するため、短縮を検討 

・ JR 大船渡線 BRT と並行しており、代替が可能なため、

利用者の少ない土日は減便を検討。 

 

③【大船渡、陸前高田、住田の高校通学路線の見直しの検討】 

・ 崎浜線、中井線、陸前高田住田線は、大船渡、陸前高田、住田

の各高校の通学利用が多く、重要な路線。 

・ 崎浜線は、利用者の少ない土日の減便を検討。また、2020 年に

中学校統合予定であり、スクールバス運行可能性について動向を

注視。 

・ 中井線は、住田高校以降の利用者がほとんどなく、短縮を検討。 

・ 陸前高田住田線は、利用が少ない土日は減便を検討。また、盛

岡大船渡線への乗り換えもあることから、ダイヤ調整を検討。 

④【田老線と市内路線との重複の見直しの検討】 

・ 市内路線である宮古病院線とルートが重複してお

り、効率的な輸送体系について検討。 

②【和井内線について既存施設を活用した利用

促進策や児童等の住民に利用しやすい路線の

あり方の検討】 

・ 宮古盛岡横断道完成後を踏まえた近隣施設や

イベントを活用した企画切符の検討。 

・ 宮古盛岡横断道路整備後の 106 急行との運

行について整理。 

①【小本線について既存施設を活用した

利用促進策や患者輸送バス・スクールバ

スとの連携による効率的な輸送体系の検

討】 

・ 沿線施設やイベントを活用した企画切符の

検討。 

・ 患者輸送バス・スクールバスとの連携によ

る効率的な輸送体系の検討。 

凡例 

 

（太線・・・国庫補助） 
（細線・・・県単独補助） 

高速・都市間輸送バス路線 

広域バス路線 

※被災地特例終了時の 

補助要件該当状況 

人口（500m メッシュ） 

広域接続拠点と 
考えられる箇所 

接続拠点と 
考えられる箇所 

幹線路線 

広域バス路線 
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⑤県北広域振興圏 

 

1 県北広域振興圏における将来的な公共交通ネットワークの方向性 

方
向
性
① 

◇社会情勢の変化を見据えた広域的な地域公共交通
ネットワークを構築 

・ 県北広域振興圏の人口動態、交通流動、都市構造の

変化、青森県八戸都市圏との連携を見据え、日常生

活・暮らしを支える上で重要な地域間交通の再編・

見直しの方向性について検討する。 

・ なお、県北広域振興圏においては、「地域公共交通網

形成計画」が未策定な市町村が多いことから、今後

の計画策定・検討を進める上で重要となる路線の方

向性について検討する。 

方
向
性
② 

◇既存の交通機能の維持に向け、効率的で生産性の高い地

域公共交通体系を構築 

・ 県北広域振興圏の広域バス路線利用実態を見ると国

庫補助、県補助の要件を満たさない路線が多く、現

状では運行維持が難しい状況となっている。 

・ 補助の有無ではなく、「圏域」として発展する上で重

要な公共交通としての位置づけを検討し、地域公共

交通体系の見直しを目指す。 

方
向
性
③ 

◇駅・病院・学校等、日常生活に直結する施設を重要な拠

点として位置づけ、まちづくりとの連携を図る 

・ 県北広域振興圏において、二戸、久慈には鉄道駅、

基幹病院が立地しており、駅・病院は地域公共交通

体系を構築する上でも重要な拠点である。 

・ 道の駅おりつめ「オドデ館」は広域バス路線の経由地

であり、高速バスや都市間輸送バスに接続することか

ら、観光振興・地域活性化の面での連携が重要である。 

・ 県北広域振興圏内の 11の高校、隣接する葛巻高校へ

の通学対応が可能な公共交通体系を検討する。 

基
本
的
な
考
え
方 

 

◇市町村「地域公共交通網形成計画」等の策定を先導し、

人口減少下でも安心して暮らせる公共交通の提供 

・ 県内で人口減少が著しいエリアであり、広域振興圏

を越えた移動は、盛岡・八戸に分かれている。 

・ そのため、青森県地域公共交通網形成計画の位置づ

け等も確認し、連携・整合を図る。 

・ 当該地域は｢地域公共交通網形成計画｣等を策定して

いる市町村が少なく、県が先がけて「地域公共交通

網形成計画」を策定することにより、市町村の計画

等の策定の「契機」とする。 

・ また、カシオペア連邦等、地域間連携が活発な地域

特性や観光資源を生かし、人口減少下でも安心して

暮らせる地域公共交通体系の構築を目指す。 

①【軽米－二戸間の利用促進の検討】 

・ JR EAST PASS と併せ、漫画関連イベント

や、金田一温泉との割引券配布などの観

光客取込みの利用促進策を検討。 

・ 通学定期券補助の可能性について検討。 

⑥【大野－久慈間の利用促進の検討】 

・ 定例的に開催している担当者会議にお

いて、大野線を活用したイベントを検討

し、実施。 

②【二戸市内の広域バス路線の見

直しの検討】 

・ 浄法寺までの運行回数を増やし、

利便性向上を図りつつ、国庫補助

要件の充足を満たすよう検討。 

③【九戸と二戸を繋ぐ広域バス路線

の見直しの検討】 

・ 二戸市内の地域内公共交通との

接続について検討。 

・ 九戸村内の小学校統合によるスク

ールバス統合と二戸線の重複解消

について検討。 

・ 通学定期の出張販売などの利用

促進策を検討。 

⑦【久慈駅の接続拠点整備】 
・ 三陸鉄道と JR 八戸線が接続する、
沿岸部の南北軸の幹線路線の接
続拠点。 

・ 基幹病院・高校へのアクセス拠点。 
・ 現在検討中の久慈市地域公共交
通網形成計画との整合を図る。 

⑤【道の駅を接続拠点】 

・ 整備予定の道の駅を接続拠点化

（一戸町、久慈市、普代町） 

・ 観光振興、まちづくりと連携。 

 

④【九戸－一戸間の利用促進の検討】 

・ 来田温泉利用者の呼び込みのため、セットチケット

販売などができないか検討。 

・ 昼の一戸方面から伊保内方面への帰りのバスが、

別路線の二戸経由になっており、伊保内方面の夕

方のバスを昼に変更することを検討。（一戸中学校

への通学生利用との関係を考慮する必要） 

凡例 

 

（太線・・・国庫補助） 
（細線・・・県単独補助） 

高速・都市間輸送バス路線 

広域バス路線 

※被災地特例終了時の 

補助要件該当状況 

人口（500m メッシュ） 

広域接続拠点と 
考えられる箇所 

接続拠点と 
考えられる箇所 

幹線路線 

広域バス路線 


